
政策ダッシュボードの役割 ー 「横のつながり」と「縦の分解」の数字による見える化

アクティビティ
指標1

指標2

指標3

指標3

アウトプット

指標1 1,000

指標2 70%

指標3  40%

グループでの分解 
（例：都道府県, 機関種別 等）

→また、分解された単位で 
時系列で見ることも有効 分類1

分類2
全体平均

個別主体単位 
（例：地方公共団体, 
             各種機関や事業等）

横のつながり（ロジックモデル）

縦の分解

アウトカム
アウトカム指標1

アウトカム指標2

分類1 
20%

主体1 主体3主体2 主体4

✓ ✓ ✓

分類2 
55%

分類3 
10%

分類4 
40% ...

1

2

❶横のつながり 
ロジックモデルに実際の数値が 
掲載されたダッシュボードを作成 
例：介護の生産性  

数値の適宜の更新により、 
政策の進捗とアウトカムへの影響を 
見ることができる情報ソースとして機能 

❷縦の分解 
ロジックモデルの中の特定の指標の 
分解を詳細に見ることができる 
ダッシュボードを作成 
例：電子処方箋の導入、校務DXの進捗  

団体ごとによる進捗状況の差分などを 
把握することが可能
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政策ダッシュボードの具体例の紹介ー電子処方箋の導入状況等 ダッシュボードをお見せしながらご説明



内容合意/政策原課内調整 
1-2ヶ月

データ受領・方針協議 
1ヶ月

初期実装 
0.5〜1ヶ月

プロジェクト期間4ヶ月程度 / 実作業はデジタル庁が主に担当
ダッシュボード完成

協議・修正 
1ヶ月

最終調整・原課内上申・

公開準備作業 

1ヶ月

提案・制作 → 変更点反映 公開・共有準備 継続更新等

レビュー・変更点指摘 変更点指摘・ 
省内調整等

データ

加工処理

データ提供 
（事前加工等不要）

ダッシュボードの 
方向性の議論

タイムライン 
（一例）

デジタル庁

政策原課
作
業
分
担

責任者 
CAO 

Chief Analytics 
Officer

デザイン 
Designer

ダッシュボード実装 
BI Specialist

運用等補佐 
Associate

PJ推進 
Project 

Manager
データ加工 
Designer

政策ダッシュボードチーム（民間専門人材中心・内製開発の技術を保持）

デジタル庁の内部人材が開発を担当することにより、期間の短縮・調達不要・品質担保




